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　いま、世界の広告コミュニケーションに新しい潮流が生ま
れている。「商品・サービスを売る」広告から「社会課題を解
決する」広告へ。そうした潮流の中で、「for GOOD（いいこと
のために）」が、21世紀の広告のキーワードとなってきた。
「for GOOD」。つまり社会のために広告には何ができるのか。
　多くの人を振り向かせ、世の中の問題をみんなにわかりやす
く伝える。感情に訴え、強くコミットさせる。これらの広告のノウ
ハウは「for GOOD」にどのように関わっていくことができるの
だろうか。
　そんな問題意識から企画された「世界を幸せにする広告
─GOOD Ideas for GOOD─展」の一環として、アド・ミュー
ジアム東京では2016年6月から7月にかけて、4回にわたるトー
クイベントを開催。
　今回はその中から「東北の復興」をテーマに展開された

「東北for GOOD」の模様を紹介する。
　パネリストは課題先進地域といわれる東北で、さまざまな分
野から活動を展開されているNPO法人ETIC.の山内幸治氏、
社会貢献と企業をつなぐソーシャル・プロジェクトを数多く手

掛ける電通の並河進氏、2011年東日本大震災を支援する「浜
のミサンガ」を企画し仙台クリエイター・オブ・ザ・イヤー最高
賞を受賞された博報堂の鷹觜愛郎氏のお三方。
　アートディレクター、 CM プラナーを経て、インタラクティブ
な領域で活躍される博報堂の須田和博氏の進行のもと、震災
発生直後の活動から、見えてきた課題、そして未来への展望
について熱い議論が交わされた。

世界を幸せにする広告─GOOD Ideas for GOOD─  「東北 for GOOD」

東北の「あの時」と「現状」と「これから」
動いたからこそわかる、実感と出会いと課題

なみかわ すすむ●社会貢献と企業をつ
なぐソーシャル・プロジェクトを数多
く手掛ける。ワールドシフト・ネットワ
ーク・ジャパン・クリエーティブディ
レクター。受賞歴には、ACCシルバー、
TCC新人賞、読売広告大賞など。著書も

『Communication Shift―「モノを売る」
から「社会をよくする」コミュニケーショ
ンへ』ほか多数。

たかのはし あいろう●盛岡博報堂、秋
田博報堂で数多くの広告賞を受賞。
2011年、東日本大震災を支援する「浜
のミサンガ」を企画。仙台クリエイター・
オブ・ザ・イヤー最高賞受賞。14年、
広告新商品を自主開発する「スダラボ」
を須田和博氏とともに立ち上げる。同年、
第１弾開発商品「rice-code」がカンヌほ
か世界の広告賞で60以上の賞を得る。

やまうち こうじ●1997年にETIC.に参画。
起業家型人材育成とベンチャー企業
支援を目的とした長期実践型インター
ンシップを開始。その後、若手社会起業
家のスタートアップ支援（2001年～）、
地域における起業家型人材育成・中
小企業経営革新（04年～）などを推進。
認定NPO法人カタリバ理事、立教大学
大学院非常勤講師も務める。

すだ かずひろ●アートディレクター、
CMプラナーを経て、インタラクティブ
領域へ。2014年3月自主開発型クリエイ
ティブ・ラボ「スダラボ」発足。 紙～
CM～WebのすべてがわかるCDとして
コンテンツからサービスまで企画制作。
国内外の数々の広告賞を受賞。特にス
ダラボ第1弾「rice-code」が14年の世界
の広告賞を席巻し高い評価を得る。

並河 進
電通 クリエーティブディレクター

電通ソーシャル・デザイン・エンジン代表

鷹觜 愛郎
博報堂 

シニアクリエイティブディレクター

山内 幸治
NPO法人ETIC. 

事業統括ディレクター

須田 和博
博報堂　

シニアクリエイティブディレクター

特集　広告は社会を動かす
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　今日は「東北for GOOD」というテー
マなんですけれども「できること」と「もと
めていること」ということで、少しお話しし
たいと思います。
　2011年3月11日の震災が起きたあと、
最初に、「広告に何ができるんだろう」と
考えました。「私たちにできること」と「被
災者がもとめていること」って何だろうと
いうことですね。
　そのときに日本ユニセフ協会の方とい
ろいろ話をしていたら、実は避難所の子
どもたちが今必要としているものの一つ
は「癒やし」なんです、という話があって。
震災が起きて１週間後に「ユニセフちっ
ちゃな図書館プロジェクト」を立ち上げ
て、「絵本を届けよう」と全国に呼びか
けたところ、１週間で20万冊以上の本
が集まりました。避難所って、行ってみ
るといろんな文書が貼ってあるんです
けど、ほとんどモノクロで、色がないんで
すね。そういう中にカラフルな絵本が届
けられて、子どもたちが、うれしそう、とい
うよりも「やることが１つできた」という感
じで本を手に取ってくれていたのを思
い出したりします。
　それが縁で女川町から「絵本が、た
くさん集まっているので、場所を作れな
いだろうか」という相談を受けて、「ちゃ
っこい絵本館」という名前にして、その
年の5月にオープンしました。女川町の
向こうの言葉では「ちっちゃい」ことを
「ちゃっこい」というんですね。避難所
になっていた小学校の一角で子どもた

ちが本を手に取ってくれたのを見て、
「ああ、ちょっと何か、できることもあるん
だ」というふうに思いました。
もう1つ、これもユニセフのプロジェク

トですけど、「祈りのツリーproject」とい
うのを手がけました。これはデザイナー
の人たちに呼びかけて、「デザインの力
で応援する」というもの。デザイナーの
人がデザインをしてくれたオーナメントを
用意して、それをツリーにして東北に届
けようというプロジェクトです。最終的に
2,000人の方が参加してくださったので
すが、参加できる仕組みさえ作れば「自
分にも何かできることがある」ということ
で、こういう大きなムーブメントにできる
んだなと感じました。
企業の皆さんとも仕事をしていく中で、

「企業の商品でも何か力になれることっ
てないだろうか」と考えるようになりまし
た。そんなとき、トヨタのエスティマハイブ
リッドが、震災後の停電の中、車の電力
を使って携帯電話の充電をしたり、ご
飯を炊いたりして役立ったという話を耳
にしました。トヨタに感謝状が届いたとい
うことも聞きました。そこで、電源供給もし

ながら、震災の復興支援になるような、
そういうことができないだろうかと提案し
た と こ ろ、「Charge the Future
Project」というプロジェクトが実現しま
した。
　また「Search for 3.11」は、2014年に、
東日本大震災から３年たって風化が始
まっているということがいわれている中、
「震災をもう一度、思い出すために何か
できないだろうか」とヤフーさんが始め
たプロジェクトです。3月11日に「3.11」
と検索すると、１回検索するごとにヤフ
ーが10円、被災地に寄付をするという
プロジェクトで、僕はコミュニケーショ
ンのお手伝いをしています。「風化」とい
うとみんなが忘れることだと思われがち
なんだけど、「3.11」という日を忘れてい
る人は、当たり前ですが誰もいない。む
しろ「自分にできることは、もうないんじゃ
ないか」というふうに思ってしまうことが
風化なんだ、というのをこのプロジェクト
で気づきました。自分にできることさえあ
れば、みんな参加してくれるんですね。
　日本中、見てみたら、今、もとめられて
いることに対して、こういうことができます
とか、こういうものがありますというマッチ
ングさえうまくいけば、可能性はもっと広
がるのかもしれませんね。熊本で震災
が起きて、そのときに、なかなかうまくい
かないという話も聞くと、東北のときのこ
ういう経験が、本当はもっと次に生かし
ていけたらいいのに、と思っています。「ちゃっこい絵本館」のロゴマーク

上：「祈りのツリーproject」に参加したデザイナーたち
下：銀座・有楽町の5会場でもツリーを展示した

2014年の「Search for 3.11」では2,568,325人が「3.11」
と検索を行い、寄付金額は25,683,250円となった

並河 進 「できること」と「もとめていること」

特集　広告は社会を動かす
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　僕は岩手県の出身です。もともとは東
北博報堂の社員で広告をずっとつくっ
てきたんですけれども、ボランティアとか
はしたことがなかったんですね。自分の
地元が本当に、ものすごく大変なことに
なった。そのとき、いても立ってもいられ
ずに始めたのが、この「浜のミサンガ」と
いう活動でした。今日はそのときに、どん
なことが起きていて、どう思ったのかとい
うことを少しお話ししたいなと思ってい
ます。
　2011年の3月11日、14時46分。僕は、
盛岡のテレビ局の６階で打ち合わせを
していました。もう本当に体験したことの
ない揺れで、「ビルごと崩れる」と思いま
した。それからの3日間、余震もものすご
く多かったので、とにかく不安で家族の
食料をどうしようとか、サバイバルな感覚
の中で過ごしていました。
　３日後、電気が通じてテレビがついた
ときに津波の本当の被害というのを、ま
ざまざと見ました。テレビを見ながら何度
も何度も涙が溢れました。自衛隊の方々
の活動とか、不眠不休で活動している
お医者さんとか、道路や水道を通す人

とか、誰もがお金とかじゃなくて、自分の
職能で何とか身近な仲間を救いたいと
いう思いで動いていたと思います。その
とき僕ら広告会社は広告主さまの広告
を止めるしか仕事がなくて、こんなとき、
何も役に立てないのかなということをず
っと自問自答していたことを覚えていま
す。
　そんな中で、仲間と一緒に、沿岸部
の支援に関わるようになっていきました。
　人命救助の必要な時期が終わるとラ
イフラインの復旧という段階に入るんで
すが、港が壊れるって、すごいことなん
ですよ。港を復興するには、道路を直
す10倍ぐらい時間がかかってしまう。
男性には、がれきの撤去とか、力仕事と
かがあるんですけれども、一緒に漁業を
やってきて番屋でカキの殻をむいたり、
網の繕いをしたり、市場で働いたりして
いた女性の人たちにはまったく仕事が
ないという状況でした。震災から２カ月
がたって、仕事がない、やることがない、
義援金も届かない。ご高齢の方々は生
きていても役に立たないという思いから、
自殺率もどんどん上がっていくような状
況でした。
　そんな中で僕らは震災から3カ月目の
6月11日に、漁網で作ったミサンガをネッ
トで販売して、その代金をお給料として
浜の女性の方々にお戻しするというプ
ロジェクトをスタートさせました。
　６月の末日に１回目のお給料を渡しに
行きました。いろんな団体の義援金が、
まだ届いていなくて、当然、全部、流さ
れているのでキャッシュディスペンサー
もない。お給料を全部計算して封筒に
詰めて、現場でお給料を手渡ししました。
本当に涙を流して、「これで孫にアイス
を買ってやれる」とか、「これでやっと何
か必要なものをお金で買える」というお
話をしてくれる方もたくさんいました。広
告の仕事をしてきて、こんなに人に感謝

されたことはないなという記憶が今でも
あります。
「三陸に仕事を！プロジェクト　浜のミ
サンガ『環』」が実践したことは、次の５
つです。
1.仕事を創出する「新しい支援」
2.ひと目でわかる、オリジナル「商品開
発」
3.品質を高める、３段階の安心
4.支援する相手が見えるコミュニケー
ション
5.いっさいごまかさない「情報の透明
性」
　寄付をするということではなく、僕らは
もっと本当にちゃんと届く支援がしたい
なと思って仕事を創り、その対価をお渡
しするという新しい支援の仕組みを築
いてきました。それが支援する相手の見
えるコミュニケーションとして、けっこう
評判にもなりましたし、そのことを通じて、
いろいろな方とつながり、多くの方から
信頼というものを得られたのだと思いま
す。

「三陸に仕事を！プロジェクト　浜のミサンガ『環』」
の岩手編ポスター

「浜のミサンガ」宮城編テレビCM

鷹觜 愛郎 コミュニケーションのプロとして役に立てること
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　もともとＥＴＩＣ.は1997年ころから、ベ
ンチャーのスタートアップの現場にお
いて、起業を目指すような若い人たちを
マッチングさせて新しい事業を応援す
ると同時に、次の起業家を育てていくと
いった活動に取り組んできました。さら
に2001年からは、社会起業家の創業
支援を始めています。
　東北は震災から5年たちましたけれど
も、まさに、ここからが非常に大事な正
念場かなというふうに思っています。ハ
ード、建物、いろんなものが動いていき
ますが、そこには人の暮らしがあるわけ
です。その地域での暮らしを守ってい
ったり、つくっていったり、新しい経済を
動かしていったり、そういったものがな
ければハードだけ再建しても、結局はバ
ランスがとれなくなってしまいます。そう
いった新しい価値をつくろうとしている
東北の皆さんをいかにして支えていけ
るかというのが私たちが取り組んでいる
活動です。
　いろんなことをやっているんですけど、
今日はその中核になっている「右腕プ
ログラム」についてお話をできればと思
います。
　私たちは、地元で新しいプロジェクト
を始めようと思ったときに、一緒にやっ
てくれる仲間を派遣するということをや
ってきていますが、これを「右腕プログラ
ム」と呼んでいます。
　例えば、震災後に始めたバイオマス
発電のプロジェクトでいえば、プラント自

体はドイツから輸入しているので、ドイツ
との輸入の取引だったり、技術的な移
転みたいなところで通訳のような人が必
要になります。プラントをマネジメントする
ためには技術系の人材も必要ですし、
安定して山から間伐をしていくためには
森林経営の知識も必要になります。そう
いった人材を送り込んで、事業を支援
していこうというわけです。
　東北では今、130のプロジェクトに
240名の方々が入ってプロジェクトをず
っと進めています。
「東北食べる通信」についてはご存じ
の方も多いんじゃないかと思いますが、
食べ物付き月刊誌の事業です。今、「食
べる通信」は、たぶん全国30地域以上
に広がっていて、東北で生まれたコンセ
プトが全国各地で展開されています。こ
の立ち上げのときにも編集者でデザイン
の仕事をした方に入っていただいて、
雑誌の創刊の戦力になってもらいました。

　また「ピースジャム」を主催している
のは気仙沼でバーテンダーをされてい
た方なんですが、彼もお子さんがいて、
同じように子育てに困っているお母さん
たちのために「何とかお母さんが働きや
すい環境をつくりたい」ということで、お
母さんたちを雇用してジャム工房を地

日本初の食べ
物付き定期購
読誌「東北食べ
る通信」と創刊
メンバーたち

新しいワークスタイルを
提案する「ピースジャム」
でも「右腕」たちが活躍

復興を担う仲間として多くの「右腕」たちが東北各地
に派遣されている

元で始めました。自分たちの手でようや
く工房を立ち上げたところですが、子ど
もたちが集まれる場所もつくり、子育てし
ながら、お母さんたちが働ける環境づく
りをめざして、一生懸命がんばっていま
す。
　本当にさまざまな事業プロジェクトを
幅広くやってきたんですが、受け入れ
先のリーダーからも、「右腕」が入った
ことによって組織の基盤が強くなったと、
ご評価をいただいています。
　また、「右腕」で入った方のその後で
すが、私たちは１年間という期間限定で
支援金をお渡ししてきましたが、その後
も62％の方が東北に残って、継続して
活動しています。さらに10％ぐらいの人
たちは「右腕」の経験を経て、次に自分
で起業するような流れにもなってきてい
ます。
　よくいわれていることですが、東北の
今は、日本全国の5年後、10年後、20年
後ぐらいの先取りをしていると思います。
実際に、人口が減っていく、経済が縮小
していく中で、今、東北での動きは、地域
の資源を使って、どうやって新しく稼ぐ
仕事をつくっていくのか、どうやって未
来をつくっていくのか、というところに来
ているように思います。
　これから5年先、10年先に、引き続き
新しい人の流れを生み出し続けていけ
るかどうかということを、日々自問自答し
ながらやっているという状況です。

山内 幸治 東北の新しい取り組みを支える「右腕プログラム」

特集　広告は社会を動かす
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須田　ここまで、お三方の、それぞれの
取り組みに関して報告を頂きました。そ
れを踏まえて、ここからのトークセッショ
ンでは、「時間軸に沿った３つの問い」
について自由にディスカッションしてい
ければと思います。その時間軸というの
は、災害が起きてすぐの初動期と、そこ
を過ぎてからの中期というような部分。そ
して最後にもっと長いタームで、これか
らどう復興していくのか、未来への展望
をお聞かせください。では、最初の問い。
「プロジェクトを始めた直接のきっかけ」
について、まず並河さんからお願いしま
す。
並河　僕自身は2007年ぐらいからいろ
んなＮＰＯ─海外支援のＮＰＯが多かっ
たんですけど─をお手伝いしていたの
で、そういう意味では自分の知っている
方が東北で支援活動を始めていたとい
うつながりもあって行ったのが大きいで
すね。さっき「浜のミサンガ」の映像を見
ていて、人って、やっぱり必要とされた
いんだなと改めて思いました。自分自身、
なぜ行って、すぐ活動したかというと、

「必要とされたから」。
そのことが「すごくう
れしかった」という、
何か、そういうことだ
ったなというふうに思
いますね。
鷹觜　東北に住ん
でいる人が、みんな
何か活動したかとい
うと、動けた人と動け
なかった人がいると
思うんですよ。でも大
事なのは動けなかった人が、何かそう
いうことをしたくなかったわけでもなくて、
みんな何か思いはあるんだけれども、ど
うしていいかわからない、というのがすご
くあって。僕が一番大きかったのは先
輩というか仲間なんですね。うちの会社
の釣り好きの先輩が、世話になってい
る漁師のお母さんたちを何とかしたいと
いう彼の思いに対して僕も動きたいなと
思って動き出したんですね。たぶん１人
じゃ、絶対やれないなと思ったんですよ。
心折れることがいっぱい起きてくるんで
すね。そのときに一緒に動こうと言ってく
れる仲間が何人かいることが、すごく大
きかったかなと。動けたのは仲間がい

たからだと思います。
須田　山内さんにも
同じ質問をお聞きし
たいのですが、右腕
プロジェクトが必要だ
と思ったのはどんな
瞬間だったのでしょ
うか。
山内　個人的なこと
で言うと、阪神淡路の
ときの経験が大きい
ですね。阪神のとき

は19歳だったんですけど、そのときに自
分は何もできなかった。だから今回、震
災があったときに、何もやらないという
選択肢は、そもそも浮かばなかったで
すね。加えて、今回何を頼ってやって
いたかというと、やっぱり人の縁なんで
すよね。結局、日常の中で、ご縁のあっ
た人たちがきっかけとなって、特に初動
なんかは動けるんだなというのはすごく
思いました。

須田　２つ目の問いは、「やってみてど
うでしたか」という質問です。活動を進
める中で、思いもしない課題というか、
「できないな」みたいなことも多々あっ
たかと思うんですけど、そのとき、どうや
ってクリアしていったのか、お聞きしたい
と思います。
鷹觜　「浜のミサンガ」というか、仕事を
つくるというプロジェクトは最大期で300
人の浜の漁業をやってきたお母さんを
雇用したんですね。僕は人を雇用した
ことってないから、毎日眠れないんです
よ、ドキドキして。これ、大丈夫なのかな

  Q1
プロジェクトを始めた、 
直接の「きっかけ」は？

  Q2
プロジェクトをやってみて、
実際どうでしたか？

フリーディスカッション

並河 進 × 鷹觜 愛郎 × 山内 幸治 × 須田 和博

きっかけ、見えてきた課題、この先の展望
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とか思いながら10カ所の地区で300人
以上の人を雇用して結果的に１億
2,000万円以上のお金を浜のお母さん
たちに、お給料としてお支払いすること
ができました。始めたときには、値決めし
なきゃいけないとか、原材料をどう渡す
かとか、何も考えずに始めていましたか
らね。動きながら次々と問題が起きてい
くというか、課題が見えてくるという感じ
でした。クリアの仕方はそのときそのとき、
いろんな仲間に新たに巡り会って、とい
うことだったと思います。
並河　やはり、いろいろ助けてくれる人
も現れたりして、いろんなところでいろん
な人にお世話になって、いろいろかき集
めて進んでいくみたいなところがありまし
たね。
山内　人が動いて人とマッチングする
というのは、そんなに簡単なことではなく
て、やはりミスマッチは起こるんですね。
強い思いを持って入っていって、やる
気がすごくあるのですごく頑張って提
案をするんですよね。でも、地元の方か
らすると否定されている気分になる。あ
れもできていない、これもできていない、
みたいなことが起こったりする。いろんな
ところで埋めなきゃいけない溝が生まれ
てきます。でも、正解があるわけではない
ですから、真ん中に置かなければいけ
ないことは「学び」だということだと思い

ます。学び続けるということを真ん中に
置きながらプロジェクトを回すことがすご
く大事だなと。

須田　では、ここで第３問なんですけど、
これから先の展望についてお聞かせい
ただければと思います。日本は災害列
島とも言われますが、次にどこで何が起
こるかわからない。そのときに何を準備
していったらいいのか、何をケアしたら
いいのか。これから先のことをお聞かせ
いただければと思います。
山内　そうですね。仕事の仕方という
か、価値の生み出し方がコレクティブ
（協働的）にセクターを超えてやるという
時代になってきているというのをすごく
感じるんですね。事業をつくっていくや
り方とか課題解決をしていくやり方という
のが、特定の団体だけではやれないこ
とのほうが多くて、すごく複雑に絡んでく
るようになっている。そういう意味で言う
と、いろんなセクターにまたがって仕事
をする力を持っている人が、すごく求め
られているなと思うんです。
並河　熊本で震災があったあとに自分
の経験をせっかくだから生かせればと
思って、震災が起きてからどういうもの
が必要になるかというのを時系列にまと
めた表をFacebookに上げたら、すごく
シェアされたんですね。それは、たぶん
経験を生かしていくということなんです
けど。震災が起きたと
きに、時系列でこうい
う変化が起こってい
くということを知って
おくと、だいぶ違うだ
ろうなと思います。
鷹觜　僕は震災と遭
遇して、仕事というの
は、お金をもらうという
ことと同じ、もしかした
らそれ以上に、誰か
の役に立つために神

様が仕事というものをつくったんじゃな
いかなと思うようになりました。本当に、
誰かのために役に立てることというのは、
心の底から、ああ、生きているんだ、とい
う感じがあるし、僕は、それを学べただ
けでも本当にありがたかったと思います。
でも、復興の取り組みは長い期間にわ
たるわけですから、その間に災害と向き
合っていけるようになったらもっといい
んじゃないかと思っています。
須田　３つの質問をガイドにしつつ、震
災直後から、この先の日本ということまで
クロストーク・セッションという形で進行
させていただきました。今日、お三方の
お話を聞いて、図らずも、この先の生き
方や、この国の未来に対する思いと非
常にオーバーラップしているなというふ
うに思いました。誰かの役に立つ、とい
うこと。そのためにも多様なスキルを持
つべき、ということ。セクターを超えた協
働のあり方など、それぞれが、すごく腑
に落ちて、たくさんの学びを頂きました。
貴重なお時間をありがとうございました。

  Q3
プロジェクトを通しての、

「未来展望」は？

特集　広告は社会を動かす
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